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　地域の実情に応じた重点的な結核対策事業の実施によ
り、効率的・効果的な結核予防対策を推進する。

　ア　結核発病防止対策促進事業　　 　6,675千円
　イ　結核予防技術者地区別講習会   　　 96千円
　ウ　結核患者早期発見促進事業　　　　 294千円

（１）事業内容
　　ア　結核発病防止対策促進事業　　　　　　　　　　6,675千円
　　　　結核患者が一定期間の服薬を確実に継続するために、全結核患者に対して保健所で地域DOTSを実施する。
　　　　その際に、医療機関や薬局などの関係機関と連携して、患者支援を行う。
　　　　また、高齢者施設や日本語学校等の結核発病ハイリスク層に対し結核検診を実施することで、結核患者を
　　　　早期に発見し、結核のまん延を防止する。
　　イ　結核予防技術者地区別講習会　　　　　　　　　 　96千円
　　　　県域を超えた地区ごとに行う講習会（関東甲信越地区別結核予防技術者地区別講習会）に参加し、
　　　　結核に係る最新の知見を学ぶ。
　　ウ　結核患者早期発見促進事業　　　　　　　　　　　294千円
　　　　結核新登録患者のうち大きな割合を占める80歳以上の高齢者等に対し、結核に対する理解を深め、
　　　　結核患者の早期発見につなげる。

（２）事業計画
　　　地域の実情に応じた重点的な結核対策事業の実施により、効率的・効果的な結核予防対策を推進する。
　　ア　DOTS（直接服薬確認療法）実施関係事業（通年）
　　　　患者宅訪問委託事業　等
　　イ　結核予防技術者地区別講習会に参加する。（講習会の事務局は関東甲信越地区別自治体による輪番制）
　　ウ　ポスター、リーフレット等を作成・配布する。

（３）事業効果
　　　結核患者の早期発見・早期治療を完遂することにより、結核のまん延が防止され、結核り患率が低下する。
　　　また、治療中断による多剤耐性結核の発生を予防できる。

２　事業主体及び負担区分
ア、イ　感染症予防事業費等国庫補助金　（国10/10）
ウ　感染症予防事業費等国庫補助金　（国1/2・県1/2）

３　地方財政措置の状況
普通交付税（単位費用）
（区分）衛生費（細目）保健所費
（細節）保健所
（積算内容）委託料等

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×8.1人＝76,950千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 7,065 6,918

前年額 7,103 6,937 166
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災害・危機に強い埼玉の構築
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感染症対策の強化



 

事業名

単位事業名 予算額 6,675千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 120 0 講師謝金　3回分

需用費 410 0 消耗品、服薬手帳印刷代

委託料 5,899 0 患者来所DOTS委託　1,054千円
患者宅訪問DOTS委託　3,910千円
高齢者施設等結核検診委託　935千円

使用料及び賃借料 54 0 会議室使用料　2回分

負担金、補助及び交付金 192 0 研修参加費

合計 6,675 0

単位事業名 予算額 96千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 96 0 講習会受講　2回分

　

事業内訳書

結核対策特別推進事業費

結核発病防止対策促進事業（国１０／１０）

主な内容

結核予防技術者地区別講習会（国１０／１０）

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 96千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 96 0

単位事業名 予算額 294千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 294 39 リーフレット印刷代

合計 294 39

結核予防技術者地区別講習会（国１０／１０）

主な内容

結核患者早期発見促進事業（国１／２　県１／２）

主な内容


